
議案第14号

平成30年度長野市水道事業会計予算

　（総則）

第１条 平成30年度長野市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

(1) 給水件数 134,000件

(2) 年間総給水量 32,615,000㎥

(3) 一日平均給水量 89,356㎥

(4) 主要な建設改良事業

原水施設改良事業 25,701千円

浄水施設改良事業 720,313千円

配水施設改良事業 3,334,996千円

　（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　入

第１款 水道事業収益 7,444,600千円

第１項 営業収益 6,470,898千円

第２項 営業外収益 917,501千円

第３項 特別利益 56,201千円

支　　　　　出

第１款 水道事業費用 6,560,100千円

第１項 営業費用 5,793,066千円

第２項 営業外費用 712,050千円

第３項 特別損失 54,984千円

　（資本的収入及び支出）

第４条

円で補填するものとする。）。

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額3,505,500千円は、過年度分損益勘定留保資金

3,214,203千円並びに当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額291,297千
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収　　　　　入

第１款 資本的収入 2,714,100千円

第１項 企業債 1,971,500千円

第２項 国庫補助金 10,560千円

第３項 工事負担金 174,309千円

第４項 受託建設収入 750千円

第５項 出資金 556,980千円

第６項 固定資産売却代金 1千円

支　　　　　出

第１款 資本的支出 6,219,600千円

第１項 建設改良費 4,402,909千円

第２項 企業債償還金 1,760,491千円

第３項 出資金返還金 56,200千円

　（債務負担行為）

第５条

定める。

　（企業債）

第６条

定める。

普通貸借又は
債券発行。た
だし、債券発
行の細目につ
いては市長が
定める。

限  度  額 利 率

平成32年度まで

公的資金について
は、その融通条件
により、民間等資
金の場合にはその
債権者と協定する
ものによる。ただ
し、財政その他の
都合により据置期
間及び償還期限を
短縮し、又は繰上
償還もしくは低利
に借換えすること
ができる。

水道事業費 1,971,500千円 年5.0％
以内

起 債 の 方 法 償 還 の 方 法起 債 の 目 的

事　　　　　項 期　　間 限　度　額

債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

107,300千円

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

平柴地区老朽管解消事業費
平成31年度から
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　（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は、2,000,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条

と定める。

(1) 営業費用と営業外費用（消費税及び地方消費税に限る。）

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条

経なければならない。

(1) 職員給与費 1,042,530千円

(2) 交際費 50千円

　（他会計からの補助金）

第10条

ける金額は、873,100千円である。

　（たな卸資産購入限度額）

第11条 たな卸資産の購入限度額は、76,000千円と定める。

　（重要な資産の取得）

第12条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。

平成30年２月23日提出

長野市長　加　藤　久　雄

16,000㎡

１台水質検査器具 誘導結合プラズマ質量分析装置

土　地 新東寺尾配水池用地

事業費用及び資本的支出に充当のため一般会計からこの会計へ補助等を受

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

種　　類 名　　　　　　　　　称 数　　量
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